
学校番号 101 

令和３年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 国語総合 単位数 ４単位 年次 １年次 

使用教科書 『標準国語総合』 （第一学習社） 

副教材等 

『国語便覧』（数研出版）・『常用漢字ダブルクリア』（尚文出版）・『リード現

代文１』（啓隆社）・『１日 10 分言語力ドリル 入門 聞く・話す』（第一学習

社）・『１日 10 分言語力ドリル 入門 読む・書く』（第一学習社）・『1 日 10

分言語力ドリル 書く』（第一学習社）・『必携これからの古典文法』（尚文出版）・

『新明説総合古典文法 基本練習ノート』（尚文出版）・『重要古文単語 315』（桐

原書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・社会人として必要となる国語の力を身に付けましょう。 

・様々な文章を読み、理解する能力を向上させるとともに、多面的なものの見方、考え方を身につ

けましょう。 

・コミュニケーション力向上のため「話す・聞く能力」や自分の考えを正確に伝えるための「書く

能力」を身に付けましょう。 

・古典では、文化、心情などを正確に理解するために語彙や文法の知識を身に付け、古文と漢文の

作品に親しみましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・日本語を適切に理解、表現し、コミュニケーション力を向上させる。   

・論理的思考力を伸ばし、ものの見方を広げ、考えを深める。 

・古典の基礎的な知識を身に付け、古文、漢文の関心を高める。 

・言葉を大切にする態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観点 a:関心・意欲・

態度 

b:話す・聞く能

力 
c:書く能力 d.読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う

力を進んで高め

るとともに、言

語文化に対する

関心を深め、国

語を尊重してそ

の向上を図ろう

とする。 

目的や場に応じ

て効果的に話し、

的確に聞き取っ

たり、話し合った

りして、自分の考

えをまとめ、深め

ている。 

相手や目的、意図

に応じた適切な表

現による文章を書

き、自分の考えを

まとめ、深めてい

る。 

文章を的確に読み

取ったり、目的に

応じて幅広く読ん

だりして、自分の

考えを深め、発展

させている。 

伝統的な言語文

化及び言葉の特

徴やきまり、漢

字などについて

理解し、知識を

身 に 付 けて い

る。 



主
た
る
評
価
方
法 

発表 

ノート 

ワークシート 

自己評価 

相互評価 

発表 

スピーチ 

プレゼンテーシ

ョン 

自己評価 

相互評価 

ノート 

ワークシート 

小論文 

意見文 

鑑賞文 

自己評価 

相互評価 

ノート 

ワーク 

ワークシート 

定期考査 

ノート 

ワーク 

ワークシート 

小テスト 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
関 話 書 読 知 

１ 
 

 
 

 

学 
 

 
 

 

期 

表
現 

 

スピーチ 

プレゼンテーション 

○ ◎   ○ 

a:発表方法を理解し、より良い内容

にしようと考えている。 

b:音声言語、非音声言語を効果的に

取り入れている。 

 

 

e:わかりやすく伝えるために必要な

文の構成について理解している。 

a:自己評価、相互

評価 

b:スピーチ、プレ

ゼンテーション、

自己評価、相互

評価 

e:ノート・ワークシ

ート 

随
想
・小
説 

世界は謎に満ちている 

とんかつ 

羅生門 

○ ○ ○ ◎ ○ 

a:文章構成、展開、心情、作者の考

えを把握しようとしている。 

b:登場人物の心情をわかりやすく簡

潔に解説、発表している。 

C:適切な表現で自己の考えをまとめ

深めている。 

d:文章構成、展開、心情に注目し、

作者の考えを正確に把握している。 

 

e:漢字、言葉の意味を理解している 

a:発表、ノート、ワ

ークシート 

b:発表、自己評

価、相互評価 

c:鑑賞文 

d:ノート、ワーク、

ワークシート、定

期考査 

e:ノート、ワーク、

ワークシート、小

テスト、定期考査 

古
文 

児のそら寝 

なよ竹のかぐや姫 

○   ◎ ○ 

a:文章の美しさに触れるとともに、

古文に親しもうとしている。 

d:文章に描かれている人物の心情を

表現に即して読み、異なる立場から

読み深めている。 

e:古文を読むことに役立つ文語の決

まりを身に付けている。 

a:発表、ノート、ワ

ークシート 

d:ワーク、ワークシ

ート、定期考査 

 

e:ノート、ワーク、

ワークシート、小

テスト、定期考査 



２ 
 

学 
 

期 

評
論
・随
筆 

水の東西 

黄色い花束 

○  ○ ◎ ○ 

a:筆者の考えを理解した上で、自分

の考えを深めようとしている。 

c:筆者に対する自分の考えを適切に

文章表現している。 

 

 

d:考えの進め方、文章構成を的確に

捉えている。 

e:漢字、言葉の意味を理解している。 

a:発表、ノート、ワ

ークシート 

c:ノート、ワークシ

ート、小論文、鑑

賞文、自己評価、

相互評価 

d:ワーク、ワークシ

ート、定期考査 

e:ノート、ワーク、

ワークシート、小

テスト、定期考査 

漢
文 

故事成語 

漢詩 

○   ◎ ○ 

a:文章に描かれている心情を読み取

り、漢文に親しもうとしている。 

d:文章に描かれている情景、心情を

想像しながら読み深めている。 

e:漢文を読むことに役立つ文語の決

まりを身に付けている。 

a:発表、ノート、ワ

ークシート 

d:ワーク、ワークシ

ート、定期考査 

e:ノート、ワーク、

ワークシート、小

テスト、定期考査 

２ 
 

学 
 

期 

意
見
文 

自分の考えをまとめ、論理

的にわかりやすく伝える方

法を身に付ける。 

○  ◎  ○ 

a:多種多様の論理的文章に触れ、自

分の考えを深めようとしている。 

 

c:曖昧な表現、文の乱れをなくし、

説得力のある文章にしている。 

 

 

e:書くことに必要な、文章の形態や

文体の違いによる特色を理解してい

る。 

a:発表、ノート、ワ

ークシート、自己

評価、相互評価 

c:ノート、ワークシ

ート、意見文、自

己評価、相互評

価 

e:ノート、ワークシ

ート 

韻
文
（詩
・短
歌
） 

I was born 

清水へ 

 

○  ○ ◎ ○ 

a:作者の思いに注目しつつ、作品を

味わおうとしている。 

c:詩を理解した上で、適切な鑑賞文

を書いている。 

 

 

d: 詩の表現技法や構成、イメージの

利用について学び、主題、作者の思

想を理解している。 

e:詩の形式、表現技法、音感につい

て理解している。 

a:発表、ノート、ワ

ークシート 

c:ノート、ワークシ

ート、鑑賞文、自

己評価、相互評

価 

d:ワーク、ワークシ

ート、定期考査 

 

e:ノート、ワーク、

ワークシート、小

テスト、定期考査 



３
学
期 

小
説
を
読
む 

夢十夜 

卒業ホームラン 

○ ○ ○ ◎ ○ 

a:わが国を代表する作者の作品に触

れ、読書の幅を広げようとしている。 

b:効果的な方法で、作者、作品につ

いてのプレゼンテーションをしてい

る。 

C:適切な表現で、自己の考えをまと

め、深めている。 

d:文章構成、展開に注目し、登場人

物の感情や心理を把握している。 

e:漢字、言葉の意味を理解している。 

a:発表、ノート、ワ

ークシート 

b:プレゼンテーシ

ョン、自己評価、

相互評価 

c:鑑賞文 

d:ワーク、ワークシ

ート、定期考査 

e:ノート、ワークシ

ート、小テスト、定

期考査 

 

古
文 

伊勢物語 

土佐日記 

万葉集・古今和歌集・新

古今和歌集 
○   ◎ ○ 

a:古文を読み味わい、わが国の文学

と文化に対する関心・理解を深めよ

うとしている。 

d:物語の背景、当時の文化、登場人

物の心情を理解している。 

e:文法、語彙を理解している。 

 

a:発表、ノート、ワ

ークシート 

 

d:ワーク、ワークシ

ート、定期考査 

e:ノート、ワーク、

ワークシート、小

テスト、定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度  b:話す能力・聞く能力  c:書く能力         

d:読む能力    e:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付け

ている。 


